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令和２年度・令和４年度の国財源における活用事業の事後評価について 

＜R2・4年度の国財源にて行った事業＞ 

 施策・項目 目標 達成状況 改善の方向性 

病
床
の
機
能
分
化
・
連
携 

地域医療構想

の達成に向け

た医療機関の

施設又は設備

の整備 

【R4】 

◇回復期病床への転換助成や、医療機関に対する、回復期

病床への転換を促すためのセミナー・相談会や個別支援の

実施、地域医療介護連携ネットワークの構築。 

 

・回復期病床の整備数：318床 

 

・意見交換会・検討会等開催回数 延べ40回程度 

 

・地域医療介護連携ネットワークに参加する医療機関数 

113施設（令和３年度）→211施設（令和４年度） 
 

 

 

 

 

・回復期病床の整備数：146床 

 

・意見交換会・検討会等開催回数 延べ40回程度 

 

・地域医療介護連携ネットワークに参加する医療機関数 

113施設（令和３年度）→178施設（令和４年度） 

・医療機関の理解促進を図る

ことなどとあわせて、人材の

確保・養成を推進していくこ

とで、今後の病床の機能分

化・連携を推進していく。 

在

宅

医

療

の

推

進 

居宅等におけ

る医療の提供 

【R4】 

◇在宅医療を提供できる医療機関や事業所等の増加、従事す

る人材の育成などにより、在宅医療提供体制を充実させ

る。 

 

・訪問診療を実施している診療所・病院数 

1,455（平成27年度） → 2,139（令和５年度） 

 

・在宅療養支援診療所・病院数 

930（平成29年）  → 1,302（令和５年度） 

 

・在宅看取りを実施している診療所・病院数 

694（平成27年度） → 1,020（令和５年度） 

 

・訪問歯科診療を実施している歯科診療所数 

725機関（平成26年度）→982機関（令和５年度） 

 

 

 

 

・訪問診療を実施している診療所・病院数 

1,452（令和４年度） 

 

・在宅療養支援診療所・病院数 

994（令和４年度） 

 

・在宅看取りを実施している診療所・病院数 

782以上（令和３年度） 

 

・訪問歯科診療を実施している歯科診療所数 

 1,420機関（令和３年度） 

・地域により医療資源に差が

あることなどを踏まえ、県が

市町村や医師会等と連携し、

在宅医療・介護連携推進事業

を担う市町村を支援するとと

もに、在宅医療の提供体制の

整備を推進していくことで在

宅医療従事者の増加に結び付

けていく。 

 

医

療

従

医師の確保 

【R4】 

◇医師不足、産科や小児科などの特定の診療科や地域によ

る偏在などの解消 
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 施策・項目 目標 達成状況 改善の方向性 

事 ・休日・夜間における小児二次救急医療体制の確保ができ

ているブロック数 

14ブロック（平成29年度）→現状体制の維持 

・休日・夜間における小児二次救急医療体制の確保がで

きているブロック数  

14ブロック（令和４年度） 

 

者

の

確

保 

看護職員の確

保 

【R2・4】 

◇神奈川県の人口 10 万人当たりの就業看護職員数は全国

平均と比べ低い水準であるため、養成、離職防止、再就業

支援により、看護人材を確保することを目標にする。 

 

・看護職員等修学資金借受者の県内就業率 

96.7％（令和２年度）→98.7%（令和４年度）  

 

・県内院内保育施設数 

 120施設以上の維持 

 

・届出登録者の増加 

3,850件（令和元年度）→4,550件（令和４年度） 

 

・届出登録者の応募就職率の増加 

81.0％（令和元年度）→85.8％（令和４年度） 

 

 

 

 

・重度重複障害者等支援看護師養成研修の修了者 

20人（令和４年度） 

 

・認知行動療法等を実践できる看護職員として育成した人

数 

 

新人看護職員対象研修受講者 50名（令和４年度） 

中堅看護職員対象研修受講者 50名（令和４年度） 

 

 

 

 

 

・看護職員等修学資金借受者の県内就業率 

96.0%（令和４年度） 

 

・県内院内保育施設数 

 120施設以上の維持（令和４年度） 

 

・届出登録者の増加 

4,248件（令和元年度）→6,873件（令和４年度） 

 

・届出登録者の応募就職率の増加 

72.6％（令和元年度）→60.0％（令和４年度） 

※応募就職率は目標値を下回ったが、母数の増加によ

るものであり、就職数は増加している。 

 

 

・重度重複障害者等支援看護師養成研修の修了者 

21人（令和４年度） 

 

・認知行動療法等を実践できる看護職員として育成した

人数 

 

新人看護職員対象研修受講者 40名（令和４年度） 

中堅看護職員対象研修受講者 32名（令和４年度） 

 

 

 

 

・県内の保健医療人材の育

成・確保に向け、看護職員等

を目指す学生に対し、更なる

制度周知を図り、より効率

的・効果的に事業に取り組ん

でいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・認知行動療法に関する研修

について、令和５年度は引き

続き認知行動療法等を実践で

きる看護職員を育成するた

め、多くの参加を促すよう努

める。 
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 施策・項目 目標 達成状況 改善の方向性 

 歯科関係人材

の確保 

【R4】 

◇神奈川県の１診療所あたりの就業歯科衛生士数は全国平

均と比べ低い水準であり、また、今後需要増が見込まれ

る在宅歯科医療に対応できる人材も不足しているため、

再就業支援、養成・育成により、必要な歯科医療人材を

確保することを目標とする。 

 

・県内の在宅療養支援歯科診療所数の増加  

644 施設（令和３年度 12 月時点）→ 676 施設（令和４

年度末） 

 

・県内養成校から県内歯科関係施設への就職者数 

【普及啓発事業】県内養成校入学者の増 前年＋80 人（令

和４年度） 

【研修事業】受講者のうち訪問歯科診療を行う歯科衛生士 

100 人（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

・県内の在宅療養支援歯科診療所数の増加  

671施設（令和４年度末） 

 

 

・県内養成校から県内歯科関係施設への就職者数 

【普及啓発事業】県内養成校入学者 前年－26 人（令和

４年度） 

【研修事業】受講者のうち訪問歯科診療を行う歯科衛生

士 91人（令和４年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、県内の高校性を

対象にGPS広告を掲載するこ

とで、専用サイトの閲覧につ

なげ、養成校の情報に興味を

寄せる機会を作る。 

勤

務

医

の

働

き

方

改

革 

勤務医の労働

時間短縮に向

けた体制の整

備 

【R4】 

◇医療機関に対し、地域医療提供体制を確保できる適切な

時間外労働時間上限水準の適用と、将来的な勤務医の労働

時間縮減 

 

・事業後に直近３か月の平均超過勤務時間が事業前と比べ

て減少した医療機関  

53％（令和元年） → 目標100％（令和６年） 

 

 

 

 

・事業後に直近３か月の平均超過勤務時間が事業前と比

べて減少した医療機関  

84％（令和３年） 

※データの最新値が更新されていない為、令和３年度

情報を記載 

 

 

 


